
「意欲と能力のある
林業経営者」へ

徳島型架線集材の
開発

「スマート林業プロジェクト」 の取り組み（令和元年度）

報告事項②

1

戦略目標 【現状】 【当面の目標】 【１０年後の目標】

２０１７(Ｈ２９） ２０２４（Ｒ６） ２０２８(Ｒ１０）

■ 県産材の生産・消費量 ３７．５万㎥ ⇒ ６０万㎥ ⇒ ７０万㎥
■ 新規林業就業者数 ３５２人 ⇒       ５４６人 ⇒     ８００人

主伐現場

植林作業

囲い罠

「とくしま農林水産未来人材スクール」
「フォレストキャリアスクール」開講
体験・就業・キャリアアップコース

林業サイクルの構築 伐って⇒使って⇒植えて⇒育てる

スマート

ケーブルグラップル

ＵＡＶによる
森林資源調査

ドローン等

アクティブ・シニア

獣害対策

スマート

川 上



３ 加工体制

県産材の「まるごと利用」加工体制の構築

３ 開発・実装

木材乾燥と、未利用資源の利活用

木材乾燥技術講演会開催 バークをコンテナ苗へ活用の検討

５ 県外需要

東京オリ・パラ2020に向けた首都圏展開

常設展示場（新宿）

６ 海外輸出
D材（バイオマス燃料）

A材（製材・プレカット）

C材（MDF）

B材（合板）

選手村ビレッジプラザへの木材提供

台湾科学技術大学での講義

海外に向けた県産材の魅力発信

台湾常設展示場（台北市）


